
【 環境保全型農業の取組 】
○新潟県特別栽培農産物認証制度の認証状況 ○にいがたエコファーマー認定数（R６）

(新潟農林振興部調べ) ※複合とは複数品目の認定を受けたもの｡計は一致しない

（令和７年１月末現在　新潟農林振興部調べ）
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新潟地域振興局

巻農業振興部管内の概要(令和７年度)

管内マップ

地域の概要

１ 所管区域

新潟市西蒲区及び西区で経営耕地面積は11,359ha注)である。

管内の農地は、粘土質土壌からなる沖積水田地帯、海岸砂丘の畑作地帯及び角田山麓と中ノ

口川左岸の果樹地帯に大別される。

２ 農地の状況

大半が低平地で沖積層の特徴である湛湿田で排水条件の悪い土地であったが、長年の排水

改良により、現在では県内有数の穀倉地帯の基盤が形成されている。

３ 農業者の動向

農業経営体数は2,601経営体注)で、年々減少しているものの、土地利用型の農業生産法人等の

経営体への農用地の集積が進んでいる。

４ 農業経営

水稲・大豆を中心に、野菜では海岸砂丘地でのすいか、ねぎ、だいこん、水田を利用したえだま

め、たまねぎ、果樹では角田山麓での柿、中ノ口川左岸のぶどう、なし、もも、水田を利用した

いちじく、花きではチューリップ、ユリの切花、畜産では酪農、養豚等の多様な経営が展開されて

いる。 また、近年の米価下落・低迷に対応し、稲作が主体の法人を中心に園芸部門の導入や加

工部門の導入等による経営の複合化・多角化の動きが強まっている。

注）2020年農林業センサス

１ 力強い農業構造の確立と地域農業の発展

・経営基盤の強化

２ 収益性の高い魅力ある農業経営の実践

・県産穀物の安全生産・供給

・持続的に発展する園芸産地の育成

・畜産物を安定生産する持続可能な経営体の育成

３ 農業を担う人材の確保・育成

・就農・定着まで一貫した支援による担い手の確保・育成

所内体制

活 動 方 針

企画専門員
（新潟農林振興部巻駐在）

担い手・経営支援
グループ

地域農業推進
グループ

農業振興部門
（巻農業普及指導センター）

巻農業振興部 農村振興部門

庶務部門

普及課



○総人口、農家数、基幹的農業従事者数 ○水田を活用した主要作物の作付面積（R６）

○系統販売実績（R６） （JA新潟かがやき（西区、西蒲区管内分）R6.1.1～R6.12.31）

※１　農家（自家消費用も含めて農業を行っている全ての世帯）数に販売農家（販売用の農産物を主に生産する世帯）数が占める割合

※２　基幹的農業従事者（自営農業に主として従事した世帯員）のうち、65歳未満が占める割合

※３　県全体の人口、農家数、基幹的農業従事者のうち、管内が占める割合

※２　経営体：農業生産や農作業受託の事業を営む個別農家及び組織・法人経営

○総面積、地目別経営耕地面積

(出典：ＪＡ新潟かがやき)

※１　総面積のうち、経営耕地面積が占める割合

※２　経営耕地面積のうち、水田、畑、樹園地が占める割合

※３　県全体のうち、管内の総面積・経営耕地面積・水田面積・畑面積・樹園地面積が占める割合

※飼養戸数が２戸以下の場合は飼養頭数を非公開とし、×と表示した。

(単位：ha)
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